





























































































































































子ど もの実態等を考え なが ら ICT機器による課題提示も行ってい く。
③互いのコミュニケーションカを高める
子どもが思考したものを用いて課題解決 していくためには，表現す る力が必要不可
欠である。 とりわけ，相手を意識する コミュニケーションカ がな いと，考えを交流さ
せながら学習を進めることはできない。そこで，子どもが互いに表現し合うためのコ
ミュニケーションカを育成していく 。具体的な方法は以下の通りである。
• ある子どもの考えを取り上げた際，その考えをどう解釈したかを話し合う 。
• ある子どもの考えを途中まで聞き，続きを説明する。
• ある子どもが言葉で表現したことを，式に表したり図に表したりする。
（言葉，数，式，図，表，グラフの連関）
これらの活動を通して互いにコミュニケーションカを高めていくことが， 一人一人
の算数的表現力を育成していくことにもつながり，思考力を高めていくことにもなる
と考えている。
4. 研究の評価
今年度の算数科教科提案である 「子どもの思考が創る 算数科学習～互いの考えを豊
かに表現し合いながら～」をテーマとし，上述した方法によりめざす子ども像に迫り
たい。そのための検証材料である授業の感想，自分の考えを書き表しているノート，
授業での様子やつぶやきや表情等を大切にし，研究の評価として成果や課題を見出し
ていく 。
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